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A ピラー車両ハーネスの固定
1.  交換用 A ピラーガーニッシュに、車両ハーネス

及びコネクターが収まるよう付属のクランプで
固定する。

2.  同様に、RH 側も固定する。

防音材の加工
1.  フロントアーチに干渉する防音材をカットする。
2.  同様に、RH 側もカットする。

�çーフライニング貼り付け
����  プリクラッシュコネクター、バイザー、ルーム

�å ンプを復元する。
����  ルーフライニングを脱脂する。
����  フロントアーチの両面テープ
#�m�´ を剥がし、

ルーフ�åイニングをフロントアーチに貼り付け
る。

����  ルーフライニング裏面（白色部）が露出している
場合は、油性マジック（黒）で着色する。

露出部

3. メインアーチに干渉する防音材をカットする。
4. 同様に、RH 側もカットする。

車両前方

車両前方

車両前方

車両前方
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車両ハーネスの固定
1.  ★部はだか線をコルゲートチューブで保護する。
2.  付属のクランプを使用し、車両ハーネスが

カウルサイドトリムに収まるよう固定する。

サイドバー取付部に車両ハーネスが干渉しない
よう固定してください。

フロアカーペットの加工
1.  ダッシュパネルパッドを復元する。
2.  指示書に従い、フロアカーペットに切り

込みを入れる。

3.  フロアカーペットを車室内に搬入し、ロールバー
位置に合わせて加工する。

カッターナイフを使用する際は、必ずケブラー
手袋を着用してください。

4.  ロールバー裏側にフロアカーペットを押し込む。

★

フロアカーペット　チェックシート
指示書  作業内容 右前 左前 右後 左後

フロアカーペット　1/2
 フロントアーチ貫通穴カット
 メインアーチ貫通穴カット

  フロアカーペット　2/2
 フロントアーチ貫通穴カット
 メインアーチ貫通穴カット

車両前方

車両前方

車両前方
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サイドバーの取り付け（サイドバー有りのみ）
1.  カウルサイドトリム LH/RH 及びフロントドア

スカッフ LH/RH 以外の内装部品を復元する。
2.  カウルサイドトリム加工穴にサイドバーを通す。
3.  六角穴付きボタンボルト（M10 × 45mm）2 本、

平ワッシャー（φ 10）2 個及びフランジナット
（M10）2 個を使用し、サイドバー LH をメイン
アーチ及びフロントアーチに仮組みする。

4.  サイドバー LH をメインアーチ及びフロント
アーチに固定する。（2 箇所）
締め付けトルク：58N・m

5.  同様に、RH 側もサイドバーを取り付ける。
6.  カウルサイドトリム LH/RH 及びフロントドア

スカッフプレート LH/RH を復元する。

カウルサイドトリムの固定
1.  付属のクランプを使用し、カウルサイドトリム

LH とフロントアーチを固定する。（1 箇所）

2.  同様に、RH 側も付属のクランプを使用し、
カウルサイドトリム RH とフロントアーチを
固定する。（2 箇所）

3.  付属のクランプを使用し、フロントアーチ RH
とフロアカーペット穴を固定する。（1 箇所）

車両前方

車両前方

車両前方

車両前方
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取り付けの確認
1. 取り付けに異常がないことを確認してください。
2. 取り付けの際、車両に傷が付いていないことを確認してください。

取り付け完了後の確認

Aピラーガーニッシュの取り付け
1. 	�交換用の A ピラーガーニッシュ RH を

A ピラーに取り付ける。
2. 	�同様に、LH 側も交換用 A ピラーガーニッシュ

LH を取り付ける。

車両前方

・安全且つ快適にご使用頂く為に、日常点検、保守管理を実施してください。
・緩みやガタつきがないことを確認し、必要に応じて増し締めを行ってください。

ユーザー様へ
使用上のご注意

復元作業
下記の点に注意し、取りはずした車両部品を復元してください。

①車両ハーネスが噛み込んでいないこと
②ネジ類の締め忘れ、クリップ等の半嵌合がないこと
③コネクター類の嵌め忘れ、または半嵌合のないこと
④車両部品に傷を付けないこと
⑤ドアロック・パワーウインド・ハザード等、電気系統に異常のないこと

バッテリー復元作業終了後に、車両システムによっては初期化が必要な場合があります。
車両修理書を参考に初期化作業を行ってください。
※車両システムの初期化には、GTS等のツールが必要な場合があります。

バッテリ－復元時の注意事項
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